
平成２５年度 学校経営計画に対する中間評価報告書

石川県立羽咋工業高等学校

重 点 目 標 具 体 的 取 組 達 成 度 判 断 基 準 集計結果 分析（成果と課題）及び後期の扱い（改善策等）

１ 授業改善に一層取 ① 研究協議会やシラバスの 各教科と学科で授業改善についての取組を 教職員対象に 教職員対象アンケート結果は、Ａ・Ｂ合わせて７０％となり、中間評価では判定基準の７５％をク
り組み、学力向上を 内容を改善するとともに、 Ａ 各学期に３回以上取り組んだ ７月にアンケート調査 リアできなかった。シラバスに評価の観点を入れるとともに年間評価規準表も作成して、１学期中の
図るとともに資格取 新学習指導要領に沿った評 Ｂ 各学期に２回取り組んだ Ａ：１６％ Ｂ：５４％ 互観授業を実施したが、昨年の中間評価時と同じ数字となった。今年度も研究授業が全て２学期以降
得を奨励し、生徒全 価規準により授業の質を高 Ｃ 各学期に１回取り組んだ Ｃ：２７％ Ｄ： ３％ に実施されることがその理由の一つとしてあげられるが、Ｄの割合も３％あり常時の授業改善への取
員の進路実現をめざ め、学校全体で授業改善に Ｄ 全く取り組むことができなかった 評価：Ａ・Ｂ合わせて７０％ 組が増加していない状況にある。今後は、２学期に実施される研究授業や互観授業を通して改善への
す。 取り組む。 取組を働きかけ、日々の授業改善への意識を高めていきたい。

② 学力向上を図るために授 課題・レポート・資格取得などや家庭での学習活動につ 生徒対象に 生徒対象アンケート結果は、Ａ・Ｂ合わせて８８％となり、中間評価では判定基準の８０％をクリ
業の課題やレポート内容を いて ７月にアンケート調査 アできた。昨年の中間評価時より１ポイントだが増加しており、授業課題・レポート・資格取得の他、
工夫するとともに、授業と Ａ 十分取り組むことができた Ａ：３０％ Ｂ：５８％ 朝・昼・夜の補習等の成果であると考えられる。しかしながら、Ａの割合が１１ポイント減少し、他
資格取得の補習指導を通し Ｂ おおむね取り組むことができた Ｃ：１１％ Ｄ： １％ の調査項目の家庭学習時間が「ほとんどしなかった」が相変わらず２ポイントしか改善しておらず、
て家庭での学習習慣を身に Ｃ あまり取り組むことができなかった 評価：Ａ・Ｂ合わせて８８％ 学校の補習への依存が継続している。後期も継続的に取組を進めて、家庭での自発的な学習を習慣づ
付けさせる。 Ｄ 全く取り組むことができなかった けるよう働きかけ、学力向上にも繋げるよう努力していきたい。

③ 全教員が愛読書を薦めた ２学期末での貸し出し図書数が ７月に調査 ７月末で貸し出し図書数３２１冊で、２学期末目標２７０冊の１１８％が達成されている。昨年度
り、昼食時の出前図書など Ａ ３００冊以上 貸し出し数７４冊の４.３倍となっている。近年図書の貸し出し数が低調であったので、まず今年度
の読書運動を全校的に行 Ｂ ２７０冊～２９９冊 （７月末の貸出数３２１冊） は１年間生徒１人１冊以上の貸し出しを目標としたが、９月中には達成しそうである。「先生のお薦
い、生徒に読書の習慣を身 Ｃ ２２０冊～２６９冊 （Ｂ評価に対する達成率 めの一冊」運動もあるが、１・３年生で読書好きの生徒が多く見られ、始業開始前の朝や放課後、図
につけさせる。 Ｄ ２２０冊未満 １１８％ ） 書館にきて読書する姿が見られる。２年生が少なめで、２年生を中心に働きかけていきたい。

④ 資格・検定取得の説明機 １月末での資格・検定試験延べ合格者数が学校全体で １月末の資格・検定試験 ７月末現在の集計では、資格・検定試験合格者数は３３３人となり、判定基準であるＢ評価（６５
会を増やして受験を奨励す Ａ ７５０人以上 合格者数を検証 ０人以上）に対する現時点での達成率は５１％となった。昨年度と同じ基準であるが４ポイント減少
るとともに、課外補習をさ Ｂ ６５０人～７５０人未満 （７月末現在３３３人） している。２学期以降に受検する資格・検定も多く、教務課とも連携した資格・検定試験の受験奨励
らに充実させ合格者数を増 Ｃ ５００人～６５０人未満 （Ｂ評価に対する達成率 および補習の充実等により目標を達成するよう努力したい。また、ジュニアマイスターの申請者増加
加させる。 Ｄ ５００人未満 ５１％ ） に向けた取組と合わせて各工業科や担任に働きかけて行きたい。

⑤ ジュニアマイスターのゴ ジュニアマイスターおよび校内認定者数が学校全体で ７月の申請者数を検証 ７月末現在の集計では、認定者数合計は３２人（ゴールド１７人，シルバー１５人）となり、前期
ールドおよびゴールド特別 Ａ ６０人以上 ３２人 認定者数は過去最高となり、判定基準であるＢ評価（５０人以上）に対する現時点での達成率は６４
表彰、シルバー、校内顕彰 Ｂ ５０人～５９人 ％である。学力向上を目指した昨年度と同じ基準設定となっており、２学期は資格・検定の受験機会
ブロンズの取得を目指し、 Ｃ ４０人～４９人 Ｂ評価（５０人） も多く、合格に向けて生徒への働きかけと補習等の充実により目標を達成したい。また、昨年度新設
学校全体で多くの資格・検 Ｄ ３９人以下 に対する達成率６４％ した校内顕彰「ブロンズ」の周知を図り、１年次の申請も増加させ、学校全体で資格・検定への挑戦
定への挑戦意識を高めて認 意識を高めて認定者数を増加させるとともに、前年度いなかったゴールド特別表彰向けて難易度の高
定者数を増加させる。 い資格・検定の受験も奨励していきたい。

⑥ インターンシップや地元 各種進路指導行事・ＬＨなどによる説明や配布した進路 生徒対象に 意識が高まった割合は、９１％であり、判定基準をクリアしている。今年度の現２年生の就職希望
企業説明会などを通して適 情報により、意識が高まった生徒の割合が ７月にアンケート調査 者は、今年度並みで多く、約８割と推測される。後期には、２年生のインターンシップも控え、意識
切な進路選択を促進させる Ａ ９０％以上 はより高まると予想される。進路に対して、時期に見合った指導を行い、意識を高めていくよう指導
とともに、進路説明会やＬ Ｂ ８０％以上９０％未満 評価：Ａ（９１％） の充実を図っていきたいと考えている。１･２年生対象とした先輩による地元企業説明会や先輩（大
Ｈなどで進路に向けた情報 Ｃ ７０％以上８０％未満 学生）と語る会も計画している。
提供を行なう。 Ｄ ７０％未満

⑦ 進路希望の達成のために 学力テストや面接指導等により、実力がついた割合が ３年生を対象に
指導の充実を図る。 Ａ ９０％以上 １２月にアンケート調査 （１２月中に調査・集計等を実施）
基礎学力の定着を図り、 Ｂ ８０％以上９０％未満

試験対策を十分に行う。 Ｃ ７０％以上８０％未満
外部講師による講演や面 Ｄ ７０％未満

接指導、全教員による個別
面談・指導を充実させる。 学校斡旋就職試験の第 1回目試験での内定率が ３年生を対象に

Ａ ９０％以上 秋に調査 （１１月中に調査・集計等を実施）
Ｂ ８０％以上９０％未満
Ｃ ７０％以上８０％未満
Ｄ ７０％未満

・放課後遅くまで補習を行っていることに感謝している。遅くなる場合遠くから通学している生徒への対応をお願いしたい。
学校関係者評価委員会の評価 ・資格試験などに対する勉強の仕方を指導し、習慣を身につけさせることも大切である。

・言語活動の充実のため、３分間スピーチのようなものを授業に取り入れてはどうか。

放課後の補習は保護者への連絡許可のもとで参加させているが、保護者への連絡をより徹底したい。現在も勉強の仕方を指導しているが、より一層徹底していく。グループ学習での意見交換や生徒が
学校関係者評価委員会の評価
を踏まえた今後の改善策 発表する場面をより多くつくることにより、ＳＨでのスピーチを含めて言語活動をより充実させたい。



重 点 目 標 具 体 的 取 組 達 成 度 判 断 基 準 集計結果 分析（成果と課題）及び後期の扱い（改善策等）

２ 生徒会活動や部活 ① 本校の運動部は、県高校 高体連基準総合得点が 県総体、県新人大会の成績 県総体の結果、現在の総得点は７０.５点である。これは剣道部の男子団体優勝、個人１･２位、各
動を活性化させ、人 総体・新人大会で団体・個 Ａ ６０点以上 結果を検証 部においても３位入賞、ベスト８など上位入賞が多かったことによる。評価はすでにＡ評価であるが、
間性に富み、心身と 人とも上位を目指し、高体 Ｂ ５０点以上６０点未満 陸上部とラグビー部がまだ加点されていない。陸上部は総体フィールド団体優勝、ラグビー部も上位
もに健全で逞しい人 連表彰敢闘賞を獲得する。 Ｃ ４０点以上５０点未満 評価：Ａ（７０.５点） 入賞が期待されるので総得点は８０点を超えると予想される。高体連表彰敢闘賞の常連校は小松商業
づくりをめざす。 Ｄ ３０点未満 高校であり、今年度は念願の敢闘賞を獲得できる可能性が充分に出てきた。秋の結果を期待したい。

② 文化部で部活動への重複 文化部の活動に満足しているか 各文化部対象に ７月末に全文化部員対象に調査を行った。Ａ・Ｂをあわせて８３％の生徒が満足していると回答し
加入を奨励し、各部の取組 Ａ たいへん満足している ７月に調査 た。今年度から始めた文化部への調査であるが、非常に満足できる評価である。
や活動に生徒が積極的に取 Ｂ おおむね満足している Ａ：３７％ Ｂ：４６％ ９月には羽工祭を控え、文化部の活動の機会も充分に増えるので、さらに生徒が満足するよう、顧
り組む。 Ｃ あまり満足していない Ｃ：１２％ Ｄ： ５％ 問や生徒に働きかけていきたい。

Ｄ まったく満足していない 評価：Ａ・Ｂ合わせて８３％

③ 生徒会を中心にして行事 生徒会行事に満足しているか 生徒対象に 全校生徒対象にアンケートを行った。Ａ・Ｂあわせて９３％の生徒が満足していると回答した。昨
への参画意識を高め、自主 Ａ たいへん満足している ７月にアンケート調査 年度の中間評価と比べて９ポイントもあがっている。これは今年度の生徒会の役員の全校生徒への働
的に参加する行事にする。 Ｂ おおむね満足している Ａ：３８％ Ｂ：５５％ きかけや、日々の活動、各行事の内容の充実によるものと考えられる。

Ｃ あまり満足していない Ｃ： ６％ Ｄ： １％ ９月には最大行事の羽工祭も控え、さらに全生徒が満足できるよう生徒会、生徒一人一人に働きか
Ｄ まったく満足していない 評価：Ａ・Ｂ合わせて９３％ けていきたい。

④ 保健だよりや集会、ＳＨ 自分自身の心と体の健康管理について、日頃から意識し 生徒対象に Ａ・Ｂ合わせて８０％で、判定基準をクリアした。保健だより等、具体的取り組みについては一定
等を利用して、生徒の心身 て生活しているか ７月にアンケート調査 の成果が出ていると考えられる。後期においても引き続き季節に応じた具体的取り組みを継続し、生
の健康管理についての意識 Ａ 常に意識している Ａ：１４％ Ｂ：６６％ 徒の健康に対する意識の向上に努めたい。
の高揚をはかる。 Ｂ ある程度意識している Ｃ：１７％ Ｄ： ３％

Ｃ あまり意識していない
Ｄ まったく意識していない 評価：Ａ・Ｂ合わせて８０％

３ 工業学習成果の提 ① 社会に貢献する大切さや １日１善運動について 生徒対象に 全生徒対象にアンケート調査を行った。Ａ・Ｂあわせて７７％で、昨年度の中間評価と比べ１ポイ
供や奉仕活動等を通 必要性を認識するために、 Ａ 毎日必ず実践している ７月にアンケート調査 ントの減であるが、この運動が定着してきていると感じられる。
して地域社会との連 校外でも１日１善運動を推 Ｂ できるだけ実践している Ａ：１５％ Ｂ：６２％ 昨年度はこのあと意識が下降傾向になったので、２・３学期にこの運動の意識がさらに良くなるよ
携を深め、環境問題 奨する。 Ｃ あまり実践していない Ｃ：２０％ Ｄ： ３％ う工夫し働きかけていきたい。
や社会貢献に対する Ｄ 全く実践していない 評価：Ａ・Ｂ合わせて７７％
意識を高める。

② 社会生活を営む上で、ル 自分自身の自転車乗車ルール（規則）について 生徒対象に 第 1回目のアンケート調査では、Ａ・Ｂ合わせて約９１％と昨年度に比べ少しではあるが意識の
ールやマナーの必要性を理 Ａ ルールを守り安全に運転している ７月にアンケート調査 向上がみうけられる。学年別では、２年生に交通ルールを守ろうとする意識がやや低い。今後も集会
解させ、実践的指導により Ｂ ルールをある程度守り運転している Ａ：３４％ Ｂ：５７％ やＬＨ、朝のあいさつ運動を通して交通ルールをはじめ生活態度の意識を高められるよう注意を促し、
交通ルールとマナーを遵守 Ｃ ルールをあまり守らず運転している Ｃ： ８％ Ｄ： １％ より一層組織的に取り組んでいきたい。
する生徒を育てる。 Ｄ ルールを守らず運転している

評価：Ａ・Ｂ合わせて９１％

③ Ｗｅｂページの定期的更 ホームページを更新した回数が 各担当に １学期の各課・科や部活動等のホームページの更新回数が２８回となり、判定基準であるＢ評価（４
新間隔を短くし、学校全体 Ａ ５０回以上 ７月に調査 ０回以上）に対する現時点での達成率は７０％である。Ｗｅｂページによる、よりタイムリーな情報
の情報公開のスピードを上 Ｂ ４０回以上５０回未満 更新回数：２８回 発信を目的に、創立５０周年行事等が行われた昨年とは異なる通常の年度で同じ基準設定しており、
げる。また、教育活動や部 Ｃ ３０回以上４０回未満 今後も教職員への情報発信をこまめに働きかけて目標達成に向けて努力していきたい。
活動のタイムリーな情報を Ｄ ３０回未満 Ｂ評価（４０回）に
発信し、更新状況等を分か 対する達成率７０％
りやすくする。

④ 環境保全のこれまでの取 １５点以上の教室が ＩＳＯ委員により 第１回目の清掃調査結果は全教室平均点が１７点で、評価はＡであった。全クラスが１５点以上で
組を継続し、ゴミ分別等が Ａ ９０％以上 ６月に各教室を１週間調査 あり、生徒の清掃への取組意識の高さがわかる結果となった。実施期間以外でも清掃意識の向上に向
正しく行われているかを評 Ｂ ８０％以上９０％未満 （１日２０点満点で評価） け、２･３学期も取り組んでいきたい。
価し、美化意識の向上を目 Ｃ ７０％以上８０％未満 １５点以上の教室１００％
指す。 Ｄ ７０％未満 評価：Ａ

環境保全（ゴミの分別・節水・節電等）に取り組んでい 生徒対象に 第 1回目のアンケート調査で、取り組んでいる生徒の割合が８１％であった。評価はＡではある
る割合が ７月にアンケート調査 が全体としてもう少し意識向上につながればと感じる。後期に向けて、更に掲示物や昼食時の放送で
Ａ ８０％以上 の啓発活動を行い、学校全体で意識向上につとめていきたい。
Ｂ ７０％以上８０％未満 評価：Ａ（８１％）
Ｃ ６０％以上７０％未満
Ｄ ６０％未満

・部活動の成績や生徒会活動が年々良くなっており、この傾向を今後とも続けて欲しい。また、羽咋工業の生徒は挨拶がはっきりしていて良い。
学校関係者評価委員会の評価 ・スマートフォンを持っている生徒は多いと思うが、コミュニケーションの方法がスマートフォンばかりというふうになってはいけない。

・自転車の安全な乗車についての意識がやや低い。生徒には今後とも指導してほしい。

スマートフォンを持っている生徒は多く、その使用について集会などで指導しており、今後とも指導を継続していきたい。自転車の安全乗車についても全校集会などで注意指導をおこなっており、
学校関係者評価委員会の評価
を踏まえた今後の改善策 一層徹底したい。また、挨拶やマナーを守った行動を校内外で行えるよう指導を継続したい。


